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コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
、
そ
の
中
で
も

展
開
さ
れ
る
地
域
活
動

　

第
１
期
プ
ラ
ン
は
令
和
２
年
度
か

ら
令
和
４
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

し
て
い
ま
す
。
第
１
期
の
取
組
状
況

を
把
握
し
評
価
す
る
と
と
も
に
、
次

期
プ
ラ
ン
へ
の
改
訂
の
た
め
の
意
見

聴
取
と
し
て
、
プ
ラ
ン
参
画
団
体
や

県
内
各
地
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
、
社
会
福
祉
法
人
等
へ
プ
ラ
ン
事

務
局
職
員
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
第
１
期
の
計

画
期
間
が
コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
と
重

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
活
動
の
停

止
に
伴
う
健
康
の
悪
化
や
要
介
護
者

の
増
加
、
福
祉
施
設
に
お
い
て
は
、

家
族
と
の
面
会
停
止
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
停
止
、
地
域
と
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
等
、
つ
な
が
り
よ
り

も
命
を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
と
に
か

く
必
死
に
行
っ
て
き
た
と
い
う
声
が

切
実
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
や
フ
ー
ド
ロ
ス
へ

の
協
力
に
よ
る
食
糧
支
援
や
、
子
ど

も
食
堂
の
地
域
展
開
な
ど
、
食
の
支

援
の
取
組
が
各
地
で
継
続
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
る
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
事
業
に

よ
り
、
外
国
籍
の
相
談
を
多
数
受
け

多
分
野
の
協
働
事
業
が
増
加
中

第
１
期
プ
ラ
ン
中
間
報
告

　

信
州
ふ
っ
こ
ろ
プ
ラ
ン
は
、
長

野
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
に
基
づ

き
、
地
域
福
祉
に
関
わ
る
民
間
１

０
１
団
体
が
協
働
で
取
り
組
む
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
２
０
２

０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
の
策
定
に
参
画
し
た
、

県
域
で
活
動
す
る
福
祉
・
医
療
・

保
健
の
関
係
団
体
の
ほ
か
、
企

業
、
労
働
団
体
、
教
育
等
の
幅
広

い
分
野
の
関
係
者
が
「
信
州
ふ
っ
こ

ろ
プ
ラ
ン
推
進
会
議
」
を
立
上
げ
、

プ
ラ
ン
の
推
進
母
体
と
し
て
共
通

目
標
を
具
体
化
し
、
協
働
の
取
組

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

参
画
団
体
か
ら
は
、
こ
の
間
、

災
害
復
興
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

課
題
に
対
し
て
、
生
活
困
窮
者
支

援
、
福
祉
現
場
へ
の
支
援
、
地
域

の
絆
を
切
ら
さ
な
い
取
組
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
迅
速
か
つ
多
分

野
の
協
働
事
業
が
展
開
さ
れ
て
お

り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
効
果

を
実
感
す
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

て
お
り
、
そ
の
中
で
資
金
の
貸
付
以

外
に
も
食
糧
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
を
促
す
な
ど
、

継
続
的
な
つ
な
が
り
を
模
索
し
な
が

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
合
流
や

日
本
の
文
化
を
知
る
機
会
の
創
出
な

ど
の
事
例
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
生
活
課
題
・
地
域
課
題

と
し
て
各
地
か
ら
共
通
で
挙
が
っ
た

移
動
手
段
の
確
保
や
買
い
物
困
難
に

つ
い
て
は
、
買
い
物
支
援
の
マ
ッ
チ

ン
グ
ア
プ
リ
の
開
発
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
地
域
福
祉
活
動
に
交
わ
り
づ
ら

か
っ
た
30
代
、
40
代
の
子
育
て
中
の

女
性
が
こ
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加

す
る
取
組
も
聞
か
れ
、
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
た
新
た
な
担
い
手
の
参

画
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
と
も
に
生
き
る
と
も
に
創
る

　
　
　
　
　

  

地
域
共
生
・
信
州
」

信
州
ふ
っ
こ
ろ
プ
ラ
ン
第
２
期
改
訂
に
向
け
て

　

自
然
豊
か
な
信
州
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン

や

タ
ー
ン
に
よ
る
移
住
者
が
増
え

る
一
方
、
自
治
会
未
加
入
な
ど
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
接
点
が
少
な
い

状
況
も
あ
り
、
今
後
、
地
域
の
中
で

の
調
整
や
孤
独
・
孤
立
を
抱
え
た
世

帯
に
対
す
る
訪
問
に
よ
る
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
の
支
援
の
必
要
性
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
様
式
の
多
様
化
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
価
値
観
の
変
化
、
さ

ら
に
は
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
な

ど
を
背
景
に
、
制
度
福
祉
や
地
域
福

祉
か
ら
さ
ら
に
垣
根
を
広
げ
た
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
と
福
祉
異
分
野
と
の

連
携
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
多
様
な
分
野
の
プ
ラ
ン

参
画
団
体
か
ら
共
通
し
て
聞
か
れ
た

こ
と
は
「
子
ど
も
・
若
者
の
支
援
」

で
す
。
社
会
的
養
護
経
験
者
（
ケ
ア

リ
ー
バ
ー
）
、※

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、

医
療
的
ケ
ア
児
等
の
地
域
生
活
課
題

を
理
解
し
、
「
子
ど
も
・
若
者
を
地

域
全
体
で
育
て
る
・
多
機
関
連
携
で

包
括
的
に
支
え
る
」
こ
う
し
た
こ
と

も
第
２
期
プ
ラ
ン
の
重
点
的
な
取
組

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

※

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー：家
族
に
ケ
ア
を
要
す
る
人

が
い
る
場
合
に
、大
人
が
担
う
よ
う
な
ケ
ア
責

任
を
引
き
受
け
、家
事
や
家
族
の
世
話
、介
護
、

感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
18
歳

未
満
の
子
ど
も（
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）　

　

個
性
豊
か
な
多
様
性
や
自
然
と
の

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

一
部
停
止
し
た
地
域
活
動
の
再
興
に

向
け
、
身
近
な
ご
近
所
福
祉
の
取
組

を
後
押
し
す
る
。
そ
し
て
、
福
祉
の

縦
割
り
を
超
え
重
層
的
に
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
と
、
福
祉
異
分
野
と
も

連
携
し
て
あ
ん
し
ん
未
来
を
創
造
し

て
い
く
。
そ
ん
な
思
い
を
軸
に
し
て

第
２
期
プ
ラ
ン
の
改
訂
を
プ
ラ
ン
参

画
団
体
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

第1期の取組状況及び第2期改訂に向けて第1期の取組状況及び第2期改訂に向けて

（長野県地域福祉活動計画）（長野県地域福祉活動計画）
信州ふっころプラン信州ふっころプラン

〈 重点テーマ 〉
『 地域はどこまで変わっていくのか!?　～新たな課題を捉え協働で重層的に支える～ 』
　 ■ 児童福祉・社協・ＮＰＯ・賃貸業者  社会的養護出身の若者自立支援プロジェクトの取組
　 ■ 生協・ＪＡ・森連・労協・労働組合・消費者団体　各組合連絡会による協働の取組
　 ■ 子育て世代による買い物支援からヤングケアラー支援“えんじょるの”の取組

〈 リレートーク 〉
『 日頃の活動から見えてきた生活・地域課題～協働で重層的に支えていくために～ 』

令和４年度 信州ふっころプラン推進会議令和４年度 信州ふっころプラン推進会議
9／13
開催

●実施エリア：御代田町

第
１
期

信
州
ふ
っ
こ
ろ
プ
ラ
ン

① 「ごちゃまぜ」の力をまちづくりの原動力に
② 福祉・介護の魅力発信とイノベーションの促進
③ 身近な地域で共生社会の実現を目指して
④ 断らない相談支援に向けた包括的支援体制づくり

⑤ ライフステージに沿った総合的な権利擁護体制づくり
⑥ 福祉を支える人を「育てる・支える」仕組みの充実
⑦ みんなで取り組む、災害に備えたあんしんの仕組みづくり
⑧ あんしん未来創造センターの設立を目指して

「ともに生きる ともに創る 地域共生・信州」の実現に向け、
発信と実践を深化させ あんしん未来を創造します。

「ともに生きる ともに創る 地域共生・信州」の実現に向け、
発信と実践を深化させ あんしん未来を創造します。

実践目標

共通目標

［計画期間］ 令和2年度（2020年度）～令和4年度（2022年度）第１期

「福祉の心」をイメージ
した共通のシンボル

2

地域共生・信州

みんなで
取り組む

進め！信州ふっころプラン進め！信州ふっころプラン
（長野県地域福祉活動計画）（長野県地域福祉活動計画）
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野
と
の

連
携
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
多
様
な
分
野
の
プ
ラ
ン

参
画
団
体
か
ら
共
通
し
て
聞
か
れ
た

こ
と
は
「
子
ど
も
・
若
者
の
支
援
」

で
す
。
社
会
的
養
護
経
験
者
（
ケ
ア

リ
ー
バ
ー
）
、※

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、

医
療
的
ケ
ア
児
等
の
地
域
生
活
課
題

を
理
解
し
、
「
子
ど
も
・
若
者
を
地

域
全
体
で
育
て
る
・
多
機
関
連
携
で

包
括
的
に
支
え
る
」
こ
う
し
た
こ
と

も
第
２
期
プ
ラ
ン
の
重
点
的
な
取
組

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

※

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー：家
族
に
ケ
ア
を
要
す
る
人

が
い
る
場
合
に
、大
人
が
担
う
よ
う
な
ケ
ア
責

任
を
引
き
受
け
、家
事
や
家
族
の
世
話
、介
護
、

感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
18
歳

未
満
の
子
ど
も（
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）　

　

個
性
豊
か
な
多
様
性
や
自
然
と
の

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

一
部
停
止
し
た
地
域
活
動
の
再
興
に

向
け
、
身
近
な
ご
近
所
福
祉
の
取
組

を
後
押
し
す
る
。
そ
し
て
、
福
祉
の

縦
割
り
を
超
え
重
層
的
に
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
と
、
福
祉
異
分
野
と
も

連
携
し
て
あ
ん
し
ん
未
来
を
創
造
し

て
い
く
。
そ
ん
な
思
い
を
軸
に
し
て

第
２
期
プ
ラ
ン
の
改
訂
を
プ
ラ
ン
参

画
団
体
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

第1期の取組状況及び第2期改訂に向けて第1期の取組状況及び第2期改訂に向けて

（長野県地域福祉活動計画）（長野県地域福祉活動計画）
信州ふっころプラン信州ふっころプラン

〈 重点テーマ 〉
『 地域はどこまで変わっていくのか!?　～新たな課題を捉え協働で重層的に支える～ 』
　 ■ 児童福祉・社協・ＮＰＯ・賃貸業者  社会的養護出身の若者自立支援プロジェクトの取組
　 ■ 生協・ＪＡ・森連・労協・労働組合・消費者団体　各組合連絡会による協働の取組
　 ■ 子育て世代による買い物支援からヤングケアラー支援“えんじょるの”の取組

〈 リレートーク 〉
『 日頃の活動から見えてきた生活・地域課題～協働で重層的に支えていくために～ 』

令和４年度 信州ふっころプラン推進会議令和４年度 信州ふっころプラン推進会議
9／13
開催

●実施エリア：御代田町

第
１
期

信
州
ふ
っ
こ
ろ
プ
ラ
ン

① 「ごちゃまぜ」の力をまちづくりの原動力に
② 福祉・介護の魅力発信とイノベーションの促進
③ 身近な地域で共生社会の実現を目指して
④ 断らない相談支援に向けた包括的支援体制づくり

⑤ ライフステージに沿った総合的な権利擁護体制づくり
⑥ 福祉を支える人を「育てる・支える」仕組みの充実
⑦ みんなで取り組む、災害に備えたあんしんの仕組みづくり
⑧ あんしん未来創造センターの設立を目指して

「ともに生きる ともに創る 地域共生・信州」の実現に向け、
発信と実践を深化させ あんしん未来を創造します。

「ともに生きる ともに創る 地域共生・信州」の実現に向け、
発信と実践を深化させ あんしん未来を創造します。

実践目標

共通目標

［計画期間］ 令和2年度（2020年度）～令和4年度（2022年度）第１期

「福祉の心」をイメージ
した共通のシンボル
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様々な相談支援団体・機関がそれぞれの
機能、ノウハウ、リソースを相互に理解

協働で取り組む
　＜多様な地域連携による就労支援＞
　　　　　　　＝重層的支援体制の構築

１つの団体・機関、単体での支援では働くこと・仕事
に関する相談ニーズに応えることは難しい

～ レディーメイドからオーダーメイドへ  就労を創造する ～

　生活就労支援センター“まいさぽ上伊那”では相談者のニーズや生活の多様化に合わ
せた就労支援を進めています。ハローワークの求人等と並行して独自の求人開拓や仕事
の切り出し（業務を細分化・可視化することで、相談者一人ひとりにあった仕事を組み
合わせる）にも取り組んでいます。昨年度からは、複数の仕事や社会参加を組み合わせ
た生活・就労のパッケージ化に取り組んでいます。

多様な暮らし、多様な就労の時代

　就労支援の取組から見えてきた課題もあります。第一に連携・協働する行政や就労受
入企業への説明・周知不足から就労支援への相互理解が深まらない。第二に生活、就労
の課題に応じた金銭的な企業への助成や相談者への就労準備に必要な支援制度が少な
い、第三に相談者へ提案する仕事内容を把握・評価することが支援員の力量に任されて
いる等です。

就労支援の課題

　“まいさぽ上伊那”では、よりよい就労を創造するために 2022 年 9 月からモデル事
業として「仕事・就労支援を切り口にした地域づくり応援プログラム」に取り組みます。
（公財）ユニバーサル志縁センターの応援プログラムを通して就労支援に有効な共通ツー
ルの開発、就労支援の相互理解を深めるためのワークショップの開催などを行います。
　介護支援専門員が福祉サービスを組み合わせ、高齢者介護のプランを作成するように、
地域の中にある就労・社会参加を組み合わせ、相談者一人ひとりに合う就労の形を創造
する取組を実践していきたいと思います。

持続可能な就労支援へ

守備範囲を相互に少しずつ「越境する」
ことで連携を深める

〈就労支援の機能強化〉

相談者に寄り添う
就労支援就労支援を目指して

各地域で
この仕組みづくりを進める
地域づくりワーカーを育成

生活就労支援センター“まいさぽ上伊那”  主任相談支援員　　小　林　　　治

仕事・就労支援を切り口にした地域づくり応援プログラムの目的
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●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へ
　お寄せください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail kikaku@nsyakyo.or.jp

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
共同サイト

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

信州福祉事業所認証・評価制度
については「信州福祉・介護のひ
ろば」HPをご覧ください。

ウェブサイト“ひとりひとりが社会福祉HERO‘S”から引用しています。
http://www.shafuku-heros.com/

福祉の現場で活躍する
ヒーローたちをご紹介します。

第798号　2022年（令和4年）８月25日発行（毎月25日発行）
●発行所／社会福祉法人長野県社会福祉協議会　〒380-0936 長野市中御所岡田98-1　TEL 026-228-4244　FAX 026-228-0130　E-mail info@nsyakyo.or.jp　URL http://www.nsyakyo.or.jp/
●編集制作・印刷所／有限会社サンライズ　●購読料／１部30円（本会会費に含む）

　
「
以
前
は
夜
勤
明
け
の
時
間
を
使
っ
て
子
ど

も
の
学
校
行
事
や
家
庭
の
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、今
は
休
日
が
増
え
た
こ
と
で
、

よ
り
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。１
日
あ
た
り
の
勤
務
も
２
時
間
増
え

た
分
、事
務
的
な
業
務
も
ゆ
と
り
を
も
っ
て
で

き
、私
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
」と
忠
地
さ
ん
。子
育
て
世
代
で
も

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
姿

は
、若
手
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
人
と
し
て
は
、今
後
も
職
員
に
対
し
て

働
き
方
の
選
択
肢
を
増
や
し
、よ
り
質
の
良

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
展
望
で

す
。そ
の
〝働
き
や
す
い
職
場
〟の
客
観
的
評
価

を
得
る
た
め
に
、信
州
ふ
く
に
ん
の
認
証
を
取

得
し
ま
し
た
。法
人
本
部
経
営
管
理
課
長
の

髙
橋
健
太
さ
ん
は「
人
材
不
足
が
嘆
か
れ
る
業

界
だ
か
ら
こ
そ
、選
ば
れ
る
施
設
で
あ
る
た
め

に
も
、こ
の
公
的
な
認
証
は
ス
テ
ー
タ
ス
に
な

る
」と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

アットホームな雰囲気の中、若い世代が活躍している

入居者の「ありがとね」の言葉が忠地さんの励みになっている

松
本
市
内
で
特
養
な
ど
６
拠
点
12
事
業

所
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
梓
の

郷
。人
材
不
足
が
深
刻
化
す
る
福
祉
業
界
に

お
い
て
、将
来
を
見
据
え
た
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
や
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、育
休
復
帰
支
援
の
た
め
の
企
業
主
導

型
保
育
所
の
設
置
や
部
門
別
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制

度
の
導
入
、育
児
や
介
護
が
必
要
な
職
員
の
ス

ラ
イ
ド
勤
務（
変
則
勤
務
免
除
）の
ほ
か
、最
近

で
は
業
界
に
先
駆
け
て
週
休
３
日
制
度
も
取

り
入
れ
ま
し
た
。週
40
時
間
の
勤
務
を
１
日
８

時
間
×
５
日
で
は
な
く
１
日
10
時
間
×
４
日
と

し
、希
望
者
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
制
度
で
す
。

そ
の
制
度
を
活
用
し
、二
人
の
子
ど
も
を
育
て

な
が
ら
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
る
の
が
、忠
地
麻
美
さ
ん
で
す
。

　

病
院
で
の
介
護
職
を
経
て
、２
０
１
８
年
に

知
人
の
縁
で
入
職
。現
在
は
一
対
一
で
入
居
者

に
寄
り
添
え
る
介
護
に
や
り
が
い
を
感
じ
な
が

ら
、ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
各
職
員
と
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
働
い
て
い
ま
す
。

そ
の
後
押
し
に
な
っ
て
い
る
の
が
、週
休
３
日
制

度
で
す
。

ライフステージの変化があってもライフステージの変化があっても
安心して働き成長できる職場づくり安心して働き成長できる職場づくり

介護老人福祉施設サルビア（松本市）

WEBでも
ご覧になれます

　障がいのある方が芸術文化活動を通じて生きがいや楽しさを
感じられるよう支援する「長野県障がい者芸術文化活動支援セン
ター」がオープンしました。
　長野県では、平成28年度から障がいのある方の芸術作品展「ザ
ワメキアート展」を県内各地で開催してきました。
　このセンターは、ザワメキアート展を継続して開催するとともに、
作品の販売や著作権等に関する相談支援、芸術文化活動に関する
研修等を行い、障がいのある方を幅広くサポートしていきます。
　どなたでもご利用いただけます。芸術文化活動に関するお困り
ごと等、お気軽にご相談下さい。

介護老人福祉施設施設
サルビア ＨＰ

1. 作品の著作権や芸術文化活動の支援に関する相談支援
2. 芸術文化活動に関する各種研修会、ワークショップの開催
3. 関係者のネットワークづくり
4. 作品展等の開催及び開催支援
5. 作品の貸出・保管
6. 芸術文化活動に関する情報収集・発信

長野県障がい者芸術文化活動支援センター  9月に愛称発表予定！

〒381-0034 長野市大字高田364番地1（長野県社会福祉事業団内)
電話番号: 026―217―0022 ／ E-Mail： art@nagano-swc.com

センターの業務

「長野県障がい者芸術文化活動支援センター」「長野県障がい者芸術文化活動支援センター」OPEN!!OPEN!!

詳細はこちら
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